
猫の社会化

■社会化期

　猫がさまざまな環境の変化にうまく適応出来るかど

うかは、 伝的な素因と幼い頃の生活環境が大きく影

します。特に生後２週齢から７週齢頃の社会化期と

呼ばれる時期の環境は、とても大切です。

　この社会化期とは、動物が幼い時期に他の仲間との

絆を形成する時期のことです。自然界ではこの対象は

普通、母親や兄弟などの同種の動物ですが、我々人間

が飼っている動物は人間とのつながりを形成していく

ことになります。同時にこの社会化期にその他の種

の動物との絆を結ぶことも出来ます。

　またこの時期はまわりの環境に対しても寛容で、こ

の時期に馴染んだものには大人になっても過剰な反応

を こさなくなります。従ってこの時期にいろいろな

ものに慣れることでその後に きるさまざまな生活環

境の変化を受け入れやすくなるのです。

　よく女性に飼われている猫で男性を恐がる猫がいま

す。幼い時期から大人、子供、女性、男性といろいろ

な人に会わせてかわいがってもらえば将来特定の人を

恐がることはありません。性格の良い犬と遊ばせてあ

げるようにすれば犬とも仲良くなれます。またハムス

ターと一緒に飼いたいとお考えならこの時期から仲良

くさせてあげればよいのです。

　その反面、この時期母親や兄弟から離されてしまい

他の猫との接触がないと、猫でありながら、他の猫と

うまくつき合えない猫に育ってしまう可能性もありま

す。これはとても残念なことですから、少なくとも猫

との社会化が出来る環境をあたえてあげてください。

そのためには母猫や兄弟猫からあまり早くに離さない

こと、社会化期には他の猫と遊ぶ時間を十分作ってあ

げることが大切です。

　つまりこの社会化期に将来 こりうるさまざまな環

境の変化を想定してあらかじめ子猫を慣らしておく

と、大人になってからよりずっと簡単にしかも確実に

慣らすことができます。

　猫をさまざまな環境の変化にうまく適応させるため

には、この幼い時期の教育が最も 道と えるので

す。ただし注意しなければいけないことが２つありま

す。ひとつは社会化期に恐い思いをさせないこと。た

とえば子供に慣れさせようとして、子供と遊ばせて子

供にいたずらをされてひどく恐い思いをしたら、子供

に慣れるどころか子供恐怖症になってしまうかもしれ

ません。

　この時期のこころの傷は、生涯にわたって影 を残

すことがあります。従って飼い主であるあなたが十分

見守ってあげれる状況でさまざまなものに慣らしてあ

げる必要があります。

　二つ目は特に人間や猫以外の動物と社会化を みる

時は双方に危 がないように注意して行うこと。そし

てそのことに生涯責任をもてるようでなければいけま

せん。たとえば性格の良い犬ばかりと遊ばせて犬が大

好きな猫になったら、犬に対して無 備になってしま

うわけですから、万一犬が急に猫に攻撃してきたら、

大けがをしてしまう可能性があるのです。従って猫を

ひとりで外出させるのはとても危 ですし、他の犬に

会わせる時には飼い主が十分気をつけてあげなければ

いけません。

　さて「そんなこと ったってもううちの子は大人

よ。」と う声が聞こえてきそうです。以前はこの社

会化期はとても厳密なもので、この時期をすぎてしま

うと生涯それを取り戻すことは不可能と考えられてい

ました。現在では時間を要するものの不可能ではない

ということがわかってきました。ただしもちろん社会

化期の子猫に比べるとはるかに い時間と忍耐が必要

です。
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